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キャンパス散歩  

東京大学三崎臨海実験所散歩道 

三 
崎
は
神
奈
川
県
三
浦
半
島
の
西
南
端
に
あ
り
、
東
側
は
東
京

湾
、
西
側
は
相
模
湾
に
面
し
、
晴
れ
た
日
に
は
富
士
・
箱
根
・

天
城
の
山
々
が
一
望
で
き
る
。
地
形
の
変
化
に
富
み
、
相
模
湾
の
深
海

を
控
え
、
黒
潮
に
乗
っ
て
様
々
な
動
物
が
や
っ
て
く
る
か
ら
昔
か
ら
生
物

の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
き
た
。
臨
海
実
験
所
は
こ
の
三
崎
の
地
の
油
壷
湾
・

諸
磯
湾
の
入
口
に
あ
り
（
１
）、
外
洋
性
の
生
物
の
ほ
か
、
内
湾
性
の

生
物
に
も
恵
ま
れ
、
周
囲
の
環
境
は
岩
礁
帯
、
砂
泥
帯
、
藻
場
な
ど

多
様
で
、
諸
磯
崎
・
小
網
代
湾
に
は
多
く
の
潮
間
帯
生
物
群
集
が
み
ら

れ
る
。 

　
散
歩
道
は
海
辺
か
ら
始
ま
る
。
冬
は
季
節
風
が
強
く
吹
き
、
流
れ

よ
る
ク
シ
ク
ラ
ゲ
、
サ
ル
パ
類
な
ど
多
く
の
生
き
物
に
出
会
え
る
。
ま

た
、
実
習
や
研
究
に
使
わ
れ
る
、
ク
サ
フ
グ
、
カ
イ
メ
ン
、
ホ
ヤ
、
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
、
バ
フ
ン
ウ
ニ
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
巻
き
貝
、
二
枚
貝
な

ど
は
四
季
を
通
じ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
は
沿
岸
の
水
質
も

多
少
良
く
な
り
、
ツ
バ
サ
ゴ
カ
イ
、
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
、
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ

な
ど
も
復
活
の
兆
し
を
み
せ
て
い
る
。 

　
理
学
部
動
物
学
教
授
箕
作
佳
吉
は
、
医
学
部
教
授
で
あ
っ
た
デ
ー

デ
ル
ラ
イ
ン
か
ら
三
崎
の
生
物
の
豊
富
さ
を
伝
え
聞
き
、
三
崎
の
町
の

北
条
湾
に
面
す
る
入
船
の
幕
府
船
番
所
跡
の
敷
地
七
○
坪
に
建
坪
五

三
坪
の
実
験
室
、
標
本
室
、
図
書
室
、
寝
室
な
ど
を
持
つ
小
さ
な
木

造
二
階
建
を
建
て
た
（
２
）。
地
名
を
と
っ
て
通
称
三
崎
臨
海
実
験
所

と
呼
ば
れ
る
東
京
大
学
臨
海
実
験
所
の
始
ま
り
で
あ
る
。
米
国
の
ウ

ッ
ズ
ホ
ー
ル
、
英
国
プ
リ
マ
ス
臨
海
実
験
所
よ
り
二
年
早
い
一
八
八
六
年

（
明
治
十
九
年
）
の
こ
と
で
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
明
治
の
先
達
が
近

代
国
家
創
成
中
の
困
難
な
時
期
に
、
基
礎
的
生
物
学
の
研
究
教
育
の

た
め
の
施
設
を
世
界
に
先
駆
け
て
設
立
し
た
こ
と
に
驚
く
。 

　
こ
の
建
物
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
年
）
に
、
よ
り
生
物
相
の

豊
か
な
現
在
の
油
壷
の
地
に
移
築
さ
れ
た
。
海
辺
か
ら
数
十
歩
あ
る

く
と
そ
の
場
所
に
行
き
着
く
が
、
今
は
移
築
さ
れ
た
建
物
の
姿
は
な

い
。
払
い
下
げ
ら
れ
、
鉄
工
所
と
し
て
昭
和
四
○
年
代
ま
で
三
崎
の
町

で
働
い
て
い
た
と
言
う
。
こ
の
新
し
い
敷
地
は
、
そ
の
昔
小
田
原
の
北

条
早
雲
に
攻
め
ら
れ
滅
亡
し
た
三
浦
一
族
の
最
後
の
居
城
の
あ
っ
た
所

で
、
三
浦
の
亡
霊
が
出
る
と
人
々
は
恐
れ
、
近
づ
か
な
い
手
つ
か
ず
の

森
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
じ
場
所
に
明
治
末
期
に
い
く
つ
か
の
木
造
の

建
物
が
新
築
さ
れ
た
が
、
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
の
関
東
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
現
在
、
当
時
の
一
棟
が
健
在
で
（
３
）、

神
奈
川
県
明
治
の
建
物
一
○
○
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
天
井

に
彫
ら
れ
た
透
か
し
彫
り
、
特
に
ウ
ミ
テ
ン
グ
は
印
象
的
で
あ
る 

（
４
）。 

　
外
へ
出
る
と
右
手
に
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一

年
）
に
新
築
さ
れ
た
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
張
二
階
建
旧
本
館
（
日
本

海
洋
生
物
学
百
周
年
記
念
館
＿
通
称
記
念
館
）
を
見
る
。
中
は
臨
海

実
験
所
特
有
の
懐
か
し
い
に
お
い
が
す
る
。
こ
の
建
物
は
長
年
研
究
教

育
の
場
と
し
て
使
わ
れ
日
本
の
臨
海
実
験
所
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

っ
た
。
こ
の
建
物
は
海
か
ら
見
る
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
て
い
る
。
新
し
い
桟
橋
に
横
づ
け
さ
れ
た
新
臨
海
丸
（
一
○
○
○
ｍ

以
深
の
深
海
探
索
が
可
能
な
研
究
調
査
船
で
一
九
九
六
年
進
水
）
の

後
方
に
堂
々
と
し
た
姿
を
見
せ
る
（
５
）。 

　
記
念
館
を
出
て
す
ぐ
旧
水
族
館
（
６
）
に
到
着
。
正
面
に
水
族
室
・

標
本
室
と
書
か
れ
た
古
い
プ
レ
ー
ト
が
張
り
付
い
て
い
る
。
こ
の
建
物

は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
新
築
さ
れ
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
に
そ
の
公
開
を
中
止

し
て
し
ま
っ
た
。
今
、
建
物
は
補
強
が
す
み
、
壁
面
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ

イ
ル
も
新
し
い
。
し
か
し
、
一
階
で
は
、
当
時
多
く
の
人
が
相
模
湾
の

生
き
物
を
楽
し
ん
だ
壁
面
水
槽
は
ガ
ラ
ス
に
亀
裂
が
入
っ
て
お
り
、
二

階
に
は
多
く
の
学
術
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
か
な
り
保

存
状
態
が
悪
い
。
館
内
が
整
備
さ
れ
、
一
般
公
開
が
再
開
さ
れ
る
日

が
待
た
れ
る
。 

　
水
族
館
前
か
ら
右
手
に
千
駄
矢
倉
を
見
な
が
ら
長
い
坂
道
を
上
っ
て

い
く
。
崖
に
掘
ら
れ
た
洞
穴
で
、
千
束
の
矢
を
保
管
で
き
る
倉
庫
と
い

う
意
味
ら
し
い
。
し
ば
ら
く
登
る
と
右
手
に
油
壺
湾
を
左
手
に
相
模

湾
を
一
望
で
き
る
馬
の
背
に
着
く
。
左
右
が
崖
で
、
ち
ょ
う
ど
馬
の

背
中
を
渡
っ
て
い
る
気
分
で
あ
る
。
油
壺
湾
の
海
面
は
合
戦
の
時
に
流

し
た
血
で
海
面
が
油
を
流
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
の
説
の
通
り
静

か
だ
。
左
手
相
模
湾
の
靄
が
晴
れ
れ
ば
、
く
っ
き
り
と
美
し
い
富
士
山

と
遠
く
に
大
島
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
）。 

　
も
う
ひ
と
登
り
行
く
と
広
い
緑
の
芝
生
に
出
る
。
こ
の
場
所
は
三
浦

一
族
の
新
井
城
の
本
丸
が
あ
っ
た
所
で
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一

年
）
に
新
し
い
宿
泊
棟
が
で
き
る
ま
で
は
、
木
造
平
屋
の
趣
あ
る
旧
宿

泊
棟
が
あ
っ
た
。
今
は
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
に
竣
工
し
た
新

し
い
実
験
研
究
棟
（
７
）
が
あ
る
。
一
階
に
セ
ミ
ナ
ー
室
、
会
議
室
、

水
槽
室
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
実
験
室
な
ど
が
あ
り
、
二
階
に
は
、
発
生
、

生
理
、
生
化
学
、
系
統
分
類
、
遺
伝
子
の
実
験
室
な
ど
が
あ
り
近
代

的
な
研
究
設
備
が
整
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
記
念
館
は
臨
海
実
習
等

の
教
育
活
動
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
新
実
験
研
究
棟
の
正
面
玄
関
を
出
て
、
左
へ
向
か
っ
て
歩
く
と
大

手
門
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
切
り
通
し
を
通
る
。
す
ぐ
に
左

右
が
小
高
く
な
っ
て
い
る
小
道
が
交
叉
し
て
く
る
。
こ
れ
は
道
で
は
な

く
て
空
堀
だ
っ
た
。
こ
こ
で
鍬
形
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
も
激
し
い
戦

闘
が
伺
わ
れ
る
。
空
堀
を
散
策
し
て
か
ら
元
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
行
け

ば
、
青
い
大
理
石
で
作
ら
れ
た
正
門
に
至
る
。
有
馬
朗
人
先
生
の
筆

で
東
京
大
学
臨
海
実
験
所
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
夕
日
を
見
て
か
ら
（
８
）

宿
泊
棟
に
到
着
、
静
か
な
散
策
は
終
り
だ
。 

森沢　正昭 
大学院理学系研究科 
臨海実験所長   教授 

2 
入船時代の最初の臨海実験所 

3 
現存する明治の建物と朝の富士山 

4 
ウミテングの透かし彫り 

5 
海洋生物学百周年記念館（旧本館） 

6 
旧水族館 

7 
新しい実験研究棟 

1 
青い海と緑の森に囲まれた臨海実験所 

8 
相模湾に夕日が沈む 
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